
知事説明概要
＜令和６年２月９日＞

　まず、本年１月１日に発生しました令和６年能登

半島地震について申し述べます。

　このたびの災害により、石川県では、多くの尊い

命が失われました。ここに、謹んで哀悼の意を表し

ますとともに、被災された全ての方々に心からお見

舞いを申し上げます。

　県では、１月４日に、知事公室長を本部長とする

応援本部を設置し、石川県の支援に着手しました。

これまでに、「災害時の健康危機管理」「仮設住宅設

置」「学校運営」「漁港被害調査」など、被災地の

ニーズに応じて職員を順次派遣しています。

　さらに、「災害廃棄物処理」「災害時動物救護」、

市町村と連携した輪島市における住家被害認定調査

などの「災害対応業務」等も行っており、発災後こ

れまでに、実人員で139人、延べ922人の職員を派遣

しております。

　本県は、熊本地震や令和２年７月豪雨からの復

旧・復興に当たって、国や全国の自治体等から多大

なる御支援をいただきました。大災害を経験した本

県の責任として、災害対応の経験・ノウハウを生か

し、引き続き、現地のニーズを踏まえた支援をしっ

かりと行って参ります。

第１　４期16年を振り返って

　次に、今回の定例会に提出しております議案の説

明に先立ち、県政運営に対する私の所信を申し述べ

ます。

　皆様も御承知のとおり、昨年の12月６日、私はこ

の議場において、本年３月に行われる熊本県知事選

挙には出馬せず、与えられた今の任期を全うした上

で、知事の職を退くことを表明いたしました。

　思えば、16年前の平成20年４月、私はこの議場

で、自らの使命を、大きな可能性を秘めている熊本

を目覚めさせ、躍動し、飛躍する県に変えていくこ

と、そして、熊本県民の幸福を最大化することにあ

ると述べました。そして、その後の16年にわたる蒲

島県政の歩みを顧みれば、幾多の逆境を乗り越え、

県政の最大目標である「県民総幸福量の最大化」に

向けた、挑戦の連続でもありました。

　１期目の４年間では、財政再建、川辺川ダム問題、

水俣病問題の３つの課題に懸命に取り組みました。

　まず、財政再建では、「隗より始めよ」の言葉の

もと、自ら月給を100万円カットし、県庁の先頭に

立って財政再建を進めました。

　次に、川辺川ダム問題については、私自身が受け

止めた「当時」の民意、すなわち「球磨川という地

域の宝を守りたい」という流域の皆様の思いに基づ

き、平成20年９月に、この議場で、当時の川辺川ダ

ム計画の白紙撤回を表明し、ダムによらない治水の

検討に着手しました。

　また、私の政治の原点である水俣病問題について

も、水俣病の被害者の方々の切実な声に何とか応え

たいという思いのもと、知事就任直後から与野党国

会議員に直接交渉し、与野党双方の橋渡し役も務め

ることで、平成21年７月の特措法成立につなげまし

た。

　続く２期目の４年間では、１期目に種をまいた

様々な施策の成果が表れ、稼げる農業の実現や、く

まモンの活躍など、多くの「華」が咲き始めました。

　その良き流れの中、人口減少を踏まえた熊本らし

い地方創生の実現に向け、全力を尽くす覚悟で３期

目を迎えたそのとき、大地震が本県を襲いました。

　この県政史上最大の逆境を前にして、私は発災直

後に、「被災された方々の痛みを最小化する」「単に

元あった姿に戻すだけでなく、創造的な復興を目指

す」「復旧・復興を熊本の更なる発展につなげる」

という、復旧・復興の３原則を掲げました。そし

て、県庁のみならず県民の総力を結集した「チーム

熊本」により、全力で熊本地震からの復旧・復興を

進めて参りました。

　地震からやがて８年となります。これまで阿蘇へ

のアクセスルートの回復、九州を横断する高規格道

路の整備促進など、創造的復興は目に見える形で着

実に進んできました。

　「阿蘇くまもと空港」では、昨年３月に新旅客

ターミナルビルが開業し、「新熊本駅」「くまモン

ポート八代」と併せて、陸海空の玄関口が全て新し

※漢字表記等については、知事原稿どおりとしています。
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く生まれ変わりました。

　創造的復興の総仕上げと位置づける「空港アクセ

ス鉄道」についても、早期実現に向け、全力で取り

組んでいます。

　続く４期目の４年間は、「熊本地震」に加え、「新

型コロナウイルス感染症」「令和２年７月豪雨災

害」のトリプルパンチとの闘いでした。

　特に、令和２年７月豪雨は、それまでの予想をは

るかに超えるもので、球磨川流域に甚大な被害をも

たらしました。

　私は、決して取り戻すことができない命の重みを

考え、二度とこのような被害を起こしてはならない

と固く決意し、一日も早い復旧・復興を果たすこと

を心に誓いました。

　この思いから、この豪雨災害の科学的・客観的な

検証を行うとともに、私は発災後30回にわたり流域

の皆様とお会いし、様々な御意見や復興への思い

に、真摯に耳を傾けました。

　その中で、私は、「現在」の民意は、「命と環境の

両立」だと受け止めました。そして私は、令和２年

11月、新たな流水型ダムを含む「緑の流域治水」を

推進することを決断しました。

　この方向転換について、その後に行われた調査で

は、多くの県民の皆様が私の決断を支持して下さっ

ていることを、私は心から有難く思っています。

　現在、流域全体の総合力で安全・安心を実現する

「緑の流域治水」の理念のもと、懸命に復旧・復興

に取り組んでおります。河道掘削や遊水地の整備、

輪中堤・宅地かさ上げ、さらには砂防・治山対策や

森林の整備・保全、田んぼダムの取組みなど、安

全・安心の確保に向けた対策がスピード感を持って

進められています。今春には、球磨村神瀬地区にお

いて、豪雨災害後初の宅地かさ上げが完了する予定

です。

　清流と命を守る「新たな流水型ダム」について

は、法と同等の環境アセスメントの手続きが進めら

れており、昨年、国から準備レポートが公表されま

した。流水型ダムの整備に向けた道筋をつけるた

め、この任期中に、準備レポートに対する知事意見

を取りまとめて参ります。

　ダム問題に翻弄され続けてきた五木村について

は、頭地地区や宮園地区の新たなむらづくりを目指

した村民主体の協議会で、平場の造成や村内の安

全・安心の確保に向けた対策など、具体的な振興策

が検討されています。

　流水型ダムの建設地となる相良村については、国

道445号の改良工事とそれに合わせた川辺川の河川

整備、高原地区の農地の基盤整備など、村からの提

案を踏まえた具体的な振興策が進んでいます。

　残された任期の最後の一日まで、五木村、相良村

の振興に責任と覚悟を持って取り組んで参ります。

　また、ＪＲ肥薩線の復旧については、肥薩線なく

して人吉球磨地域の存続はあり得ないという危機感

のもと、地元市町村と一枚岩となって、ＪＲ九州と

も同じ方向性が共有できるよう、全力で取り組んで

参ります。

　このように、県民が一丸となって逆境に立ち向か

う中で、令和３年11月には、ＴＳＭＣの本県進出と

いう、100年に一度とも言うべきビッグチャンスが

訪れています。新工場も先般完成し、本年末から

は、いよいよ本格的な生産が始まります。さらに、

２月６日に、第２工場も本県に立地することが発表

され、新生シリコンアイランド九州の実現に向け、

また一歩大きく前進しました。

　これまで本県は、幾多の困難を経験して参りまし

た。しかし今、困難を乗り越えた先に、本県のポテ

ンシャルを最大限に生かした地方創生を実現し、さ

らには日本の「経済」「感染症」「災害」「食料」「環

境」の５つの安全保障に貢献できる存在になりつつ

あると考えています。

　私の任期は、残り２カ月余りとなります。16年前

に、私がこの議場で申し上げた自らの使命である、

大きな可能性を秘めている熊本を目覚めさせ、躍動

し、飛躍する県に変えていくという目標は、今、そ

の姿を見せ始めています。県民総幸福量の最大化を

目指した蒲島県政４期目の集大成に向け、引き続き

全力を尽くして参ります。

第２　令和５年度２月補正予算について

　続いて、今定例会に提案しております議案につい
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て、御説明申し上げます。

　まず、令和５年度２月補正予算についてです。

　12月補正予算に引き続き、国の経済対策への対応

や、県独自の地域活性化策など、297億円を計上し

ています。併せて、今後の執行見込みの精査による

減額など、必要な補正を行っています。

　これらにより、一般会計は312億円の減額補正と

なり、補正後の現計予算額は9,733億円となります。

第３　令和６年度当初予算について

　次に、令和６年度当初予算について御説明いたし

ます。

１．予算編成の基本的な考え方

　令和６年度当初予算は、知事の改選期を迎えるこ

とから、いわゆる「骨格予算」として、人件費など

の義務的経費や、熊本地震や令和２年７月豪雨から

の創造的復興、感染症対策などをはじめとする継続

事業に要する経費を中心に編成しました。

　また、新規性があっても、年度当初から着手する

必要のある事業に要する経費についても計上してい

ます。

　この結果、一般会計予算の総額は7,707億円とな

ります。

２．予算の主な内容

　次に、歳出予算の主な内容について、説明いたし

ます。

　まず、令和２年７月豪雨からの創造的復興に向け

て、すまいの再建につながる球磨村渡地域での宅地

造成や、防災機能の向上につながる人吉市青井地区

での土地区画整理事業に、引き続き取り組んで参り

ます。

　また、球磨川流域復興基金をフル活用し、人口減

少に苦しむ被災地の様々な課題の解決に向けた道筋

をつけていくとともに、豪雨災害の記憶・教訓の伝

承の推進など、市町村の取組みを全力で支援して参

ります。

　次に、感染症への対応として、新たな感染症が発

生・まん延した場合に備え、県と協定を締結する医

療機関が速やかに病床確保、発熱外来などに対応で

きるよう、施設や設備の整備を支援します。

また、新型コロナウイルス感染症について、国の要

請に基づくゲノム解析を行い、新たな変異株の出現

を監視します。

　次に、熊本地震からの創造的復興に向けて、益城

町の中心市街地における土地区画整理事業や、県道

熊本高森線の４車線化に引き続き取り組み、防災機

能の向上や交通の円滑化等につながる復興まちづく

りをしっかりと推進して参ります。

　その他、こどもまんなか社会の実現に向けて、児

童手当の拡充による子育て世帯への経済的支援を行

うとともに、子育て家庭に対する訪問支援や里親支

援の充実、児童相談所の体制強化のほか、産科医師

の育成等のための寄附講座の設置による周産期医療

の体制強化を図ります。

　また、「人と動物が共生するくまもと」の実現を

目指し、来月開所を予定している動物愛護センター

を拠点に、保護犬猫の譲渡促進、動物愛護の啓発・

教育、飼い主のいない猫対策等を強化して参ります。

　さらに、半導体関連産業の集積などで行政需要が

高まる中、機動的な人員補充により男性職員の育児

休業を促進し、職員のワーク・ライフ・バランスの

実現を後押しするとともに、県職員として働く魅力

の発信や大学訪問などにより、意欲ある人材の着実

な採用につなげ、持続可能な行政運営体制を確保し

て参ります。

第４　その他の議案について

　以上、予算案について御説明申し上げました。こ

のほか今定例会には、条例案件や、工事関係、専決処

分の報告・承認案件なども併せて提案しております。

　また、今会期中には、人事案件についても追加提

案する予定です。

　これらの議案について、よろしく御審議くださる

ようお願い申し上げます。
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